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︻
出
演
者
︼
香
川
　
靖せ
い
嗣じ（

喜
多
流
能
楽
師
）

※
岩
国
市
出
身

　
平
成
26
年
度
日
本
芸
術
院
賞
受
賞

　
岩
国
喜
香
会
（
香
川
靖
嗣
主
宰
）

︻
演
　
目
︼
仕
舞
：
船
弁
慶
／
小
鼓
連
調
：
羽

衣
／
連
吟
：
高
砂
／
謡
講
座
：
高

砂
／
仕
舞
：
土
蜘
蛛

香川　靖嗣

開
催
日
：
11
月
23
日
（
月･

祝
）

　
　
　
　
13
時
30
分
開
演
（
12
時
45
分
開
場
）

場
　
所
：
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

主
　
催
：
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会

（
山
口
県
、
山
口
県
文
化
連
盟
、

　
　
　
　
（
公
財
）
山
口
き
ら
め
き
財
団
）
、

岩
国
市
、
岩
国
市
教
育
委
員
会

共
　
催
：
各
市
町
、
各
市
町
教
育
委
員
会

◆
　
◆
　
◆

第
１
部 

能
に
親
し
む

　
第
１
部
で
は
、
「
能
に
親
し
む
」
と
題
し
、

平
成
26
年
度
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
た
岩

国
市
出
身
の
香
川
靖
嗣
さ
ん
に
よ
る
謡
や
舞
が

披
露
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
観
客
を
含
め
会
場

を
巻
き
込
ん
だ
謡
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
２
部 

音
楽
に
親
し
む

　
第
２
部
で
は
、
「
音
楽
に
親
し
む
」
と
題

し
、
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た

声
楽
家
の
林
満
理
子
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
や

迫
力
の
あ
る
邦
楽
演
奏
、
市
内
で
公
募
に
よ
り

集
ま
っ
た
児
童
に
よ
る
合
唱
、
プ
ロ
の
演
奏
家

に
よ
る
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

林　満理子

︻
出
演
者
︼
林
　
満
理
子

（
声
楽
／
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

※
平
成
26
年
度
山
口
県
芸
術

文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞

　
　
　
　
長
町
　
順
史 

（
ピ
ア
ノ
）

︻
曲
　
目
︼
ア
ラ
ゴ
ネ
ー
ゼ
／
ス
ト
ル
ネ
ッ
ロ

を
歌
う
女
／
口
づ
け

︻
出
演
者
︼
宮
本
歌
穂
湖

　
　
　
　
山
本
　
真
山

　
　
　
　
筑
紫
琴
凰
会

︻
曲
　
目
︼
星
／
証
城
寺
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ

︻
出
演
者
︼
岩
国
市
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

︻
曲
　
目
︼W

ish

～
夢
を
信
じ
て
／
歌
い
継

ぎ
た
い
日
本
の
歌
メ
ド
レ
ー
／
美

し
い
天
然
・
岩
国
バ
ー
ジ
ョ
ン

︻
出
演
者
︼K

 project

（Asax

・
二
胡
・Perc

・Pf

）

︻
曲
　
目
︼
飛
　
～Sax 

＆
二
胡 ver.

～

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭

※
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
と
は
…

　

県
民
が
文
化
芸
術
に
出
会
い
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
場
と
し
て
、
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
実
行
委
員
会
（
山
口
県
・

山
口
県
文
化
連
盟
・(

公
財)

山
口
き
ら
め
き
財
団
）が
、毎
年
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
で
９
回
目
に
な
り
ま
す
。

第
９
回

「
伝
統
文
化
と
現
代
の
音
楽
と
の
出
会
い
」
過
去
か
ら
現
在
へ
　
〜
時と

き代
を
架
け
る
〜

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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開催予定日
行　　　　事　　　　名

主　催　者 開催予定会場（市町）

 4月12日（日）
第25回山口県民謡コンクール大会

山口県民謡連盟 安岡公民館（下関市）

 7月31日（金）～
 8月 2日（日）

第54回全日本吹奏楽コンクール山口県大会

山口県吹奏楽連盟 周南市文化会館（周南市）

 8月 7日（金）～
     9日（日）

第54回全日本吹奏楽コンクール山口県大会

山口県吹奏楽連盟 防府市公会堂（防府市）

 8月30日（日）
社交ダンスフェスティバル

山口県ダンス連盟 山口市民会館（山口市）

 8月30日（日）
第70回合唱コンクール山口県大会

山口県合唱連盟 萩市民館（萩市）

 9月 4日（金）～
     7日（月）

第23回いけばな展

山口県いけばな
作家協会

下松市文化会館（下松市）

 9月27日（日）
第63回山口県川柳大会

山口県川柳協会 岩国市民会館（岩国市）

 9月23日
（水・祝）

第28回全日本マーチングコンテスト山口県大会

山口県マーチング
バンド連盟

山陽小野田市民体育館
（山陽小野田市）

 9月27日（日）
第12回山口県日本舞踊祭合同公演

（公社）日本舞踊
協会山口県支部

下関市民会館（下関市）

10月18日（日） 
第47回山口県邦楽大会

山口県邦楽連盟 光市民ホール（光市）

10月 6日（火）
体験型芸術文化事業

山口県邦楽連盟 光市立三井小学校（光市）

10月18日（日）
第48回山口県母のコーラスフェスティバル

山口県
母の合唱連盟

ラポールゆや（長門市）

開催予定日
行　　　　事　　　　名

主　催　者 開催予定会場（市町）

11月 7日（土）、
　　 8日（日）

第56回山口県演劇祭

山口県演劇協会
シーモールシアター
（下関市）

11月22日（日）
第52回山口県俳句大会

山口県
俳句作家協会

長門市中央公民館
（長門市）

11月23日
（月・祝）

'15やまぐち県詩祭

山口県
詩人懇話会

松月（防府市）

11月29日（日）
第51回山口県歌人協会短歌大会

山口県歌人協会 光市民ホール（光市）

12月 4日（金）
第18回やまぐち創作文芸大会

山口県
創作懇話会

宇部市立図書館（宇部市）

12月 6日（日）
第13回山口県和太鼓の祭典

山口県
和太鼓連盟

ラポールゆや（長門市）

12月 6日（日）
第60回山口県交響楽団演奏会

山口県交響楽団 山口市民会館（山口市）

12月13日（日）、
　　26日（土）、
　　27日（日）

第39回全日本アンサンブルコンテスト
山口県大会

山口県管楽
アンサンブル連盟

山陽小野田市文化会館
（山陽小野田市）

12月13日（日）
第43回山口県芸術演奏会

山口県音楽協会 周南市文化会館（周南市）

平成28年
 2月 7日（日）

Juｍｐ!! ｓuｐeｒ☆ｊuｎioｒ Ｄaｎｃe Ｆeｓ
ｔiｖaｌ Vol.4 

山口県ジャズ
ダンス振興会

海峡メッセ下関（下関市）

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
開
催
日
…
９
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

〜
10
月
12
日
（
月
・
祝
）

●
場　

所
…
県
立
美
術
館

　
　
　
　
　

及
び
山
口
市
中
心
商
店
街

第
69
回
山
口
県
美
術
展
覧
会
の
開
催
期
間
中

に
県
立
美
術
館
周
辺
を
ア
ー
ト
で
彩
り
ま
し
た
。

〝
も
の
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟

を
テ
ー
マ
に
、
展
覧
会
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
第
69
回
山
口
県
美
術
展
覧
会

◆
ア
ー
ト
・
マ
ー
ト
（
県
立
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
）

◆
ア
ー
ト
・
ル
ー
ト 

一
の
坂

◆
ア
ー
ト
・
フ
ォ
レ
ス
ト 

県
美
の
森

山
口
県
文
化
連
盟
に
所
属
す
る
県
域
文
化
団
体
が
、
音
楽
、
文
芸
、
生
活
文
化
等
の
多
彩
な
分

野
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
表
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
…
８
月
９
日
（
日
）

●
場　

所
…
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

ア
ー
ト
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
や
交
流
促

進
を
目
的
と
し
た
地
域
密
着
型
の
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
に
挑
戦
！

◆
木
間
「
神
代
の
舞
」

萩
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
木
間
神
代

の
舞
保
存
会
さ
ん
が
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

◆
缶
バ
ッ
チ
を
つ
く
ろ
う
！

◆
萩
の
竹
で
笛
を
つ
く
ろ
う
！

◆
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
団
扇
を
つ
く
ろ
う
！

◆
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
動
物
を
つ
く
ろ
う
！

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
タ
ウ
ン
・
ヤ
マ
グ
チ

（
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
０
１
５
）
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ 

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
☆
☆

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５オリジナルの団扇をつくろう！

ワークショップの様子

県
立
美
術
館
や
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第69回山口県美術展覧会の様子

　

山
口
県
在
住
の
作
家
を
中
心
に
工
芸
、
絵
画
、
写
真
、

書
な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
作
品
を
公
募
し
、
選
定
さ

れ
た
作
品
を
一
同
に
会
し
ま
し
た
。

　

色
と
り
ど
り
の
ス
タ
ン
プ
や
ペ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
団
扇
を

つ
く
り
ま
し
た
。
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玖
珂
町
文
化
協
会
は
、
玖
珂
地
域
住
民
の
文
化
に
対

す
る
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
に
身
近
な
文
化
活
動

か
ら
始
め
、
人
間
性
豊
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
文
化
の
町
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

協
会
に
郷
土
文
化
部
、
研
修
部
、
創
造
文
化
部
、
芸

能
文
化
部
、
会
計
部
、
広
報
部
の
６
部
を
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
部
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
文
化
部
は
、
毎
年
観
月
会
を
開
催
し
、
今
年
度
は
10
月
４
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

研
修
部
は
夏
、
秋
に
日
帰
り
研
修
旅
行
を
、
春
に
理
事
、
役
員
の
研
修
視
察
を

行
い
会
員
の
交
流
を
兼
ね
た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

創
造
文
化
部
は
夏
、
秋
に
文
化
展
を
開
催
し
、
８
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
出
展
・
展

示
を
し
て
い
ま
す
。

芸
能
文
化
部
は
６
月
に
「
第
23
回
歌
と
踊
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
翌
年
２
月
に
は
「
第
26
回
芸
能
ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
35
サ
ー
ク
ル
が
出
演
し
、
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
で
日
頃
の
練
習
し
た
成
果
を

熱
演
、
披
露
し
ま
す
。

ま
た
、
広
報
部
は
、
年
３
回
広
報
紙
「
文
協
く
が
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
号
で
発
刊
100
号
と
な
り

記
念
誌
と
し
全
戸
配
布
を
し
ま
し

た
。以

上
、
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
。
今
後
も
玖
珂
地
域
の
文

化
の
町
づ
く
り
に
一
層
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

山
口
県
合
唱
連
盟
は
、
昭
和
20
年
10
月
、
加
盟
団
体

相
互
の
親
交
な
ら
び
に
合
唱
音
楽
の
普
及
向
上
を
図

り
、
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
全
日
本
合
唱
連
盟
及

び
全
日
本
合
唱
連
盟
中
国
支
部
に
所
属
し
、
山
口
県
内

の
合
唱
を
愛
す
る
人
た
ち
で
構
成
す
る
県
下
最
大
の

組
織
で
す
。

主
な
行
事
は
、
山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
分
野
別

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
開
催
す
る
「
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
山
口
県
大
会
」
で
、
中
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
全
日

本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
加
盟
の
女
声
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
の
祭
典
「
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大

会
」
は
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
賞
受
賞
団
体
に
全
国
大
会
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

同
日
に
開
催
さ
れ
る
「
歌
フ
ェ
ス
」
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
違
う
、
あ
ら
ゆ
る
垣

根
を
取
り
払
っ
た
〝
歌
う
仲
間
た
ち
〟
の
た

め
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
「
第
１
回
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
て
、
全
国
大
会
へ

３
団
体
が
出
場
し
ま
し
た
。こ
の
他
に
も
、「
合

唱
講
習
会
」
を
開
催
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
特
に
組
織
拡
大

や
後
継
者
育
成
な
ど
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
お
、
10
月
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た
、
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
お
い
で
ま
せ
！
山
口
２
０
１
５

で
は
式
典
音
楽
隊
と
し
て
13
団
体
が
出
演
し
ま

し
た
。

●
会
長
　
芳
本
　
　
功

●
〒
７
４
２
―
０
３
２
６

　
岩
国
市
玖
珂
町
４
９
６
１

　
岩
国
市
教
育
委
員
会
玖
珂
支
所
内

●
☎
０
８
２
７
―
８
２
―
５
４
４
５

●
理
事
長
　
末
廣
　
正
巳

●
〒
７
５
３
―
０
０
５
６

　
山
口
市
湯
田
温
泉
３
―
４
―
２
４

●
☎
０
８
３
―
９
２
０
―
１
７
６
６

玖
珂
町
文
化
協
会

山
口
県
合
唱
連
盟

会員紹介 ▼よこがお
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本
連
盟
は
、
山
口
県
内
の
保
育
園
か
ら
高
校
ま
で
、

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
音
楽
的
な
レ
ベ
ル
の
向
上
と

音
楽
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
県
下
の
多

く
の
連
盟
会
員
（
音
楽
教
育
に
携
わ
る
全
て
の
教
職

員
）
が
情
報
を
共
有
し
教
育
実
践
に
参
加
す
る
こ
と
、

活
動
の
様
子
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
め
ざ

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
連
盟
で
は
、
総
務
部
を
中
心
に
、
４
つ
の
事
業
部

で
、「
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」（
第
１
事
業
部
）「
合

奏
コ
ン
ク
ー
ル
」（
第
２
事
業
部
）「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」

「
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
」（
第
３
事
業
部
）
の
各
コ
ン
ク
ー

ル
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
各
研
究
会
等
の
案
内
、広
報
」（
第
４
事
業
部
）

を
と
お
し
て
、
本
連
盟
の
活
動
を
広
く
県
民
の
皆
様
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昭
和
28
年
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
本
連
盟
は
、
62
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
先
輩
諸
氏
の
献
身
的
な
努
力
に
よ

り
、〝
音
楽
教
育
の
振
興
〟
と
〝
音
楽
文
化
の
向
上
〟

を
め
ざ
し
た
取
組
み
を
脈
々
と
受
け
継
ぎ
、
山
口
県
の

音
楽
教
育
の
進
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
保
・
幼
・
小
・
中
・
高
の
会
員

が
連
携
し
て
一
貫
し
た
音
楽
教
育
を
進
め
る
と
と
も

に
、
新
し
い
時
代
の
風
を
吹
き
込
み
な
が
ら
精
進
し
て

い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
し
た
音
楽

的
な
力
を
つ
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
15
年
７
月
　
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
を
契
機
に
、

山
口
県
に
お
け
る
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
普
及
振
興
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
し
ま
し
た
。

現
在
、
周
南
市
、
山
口
市
、
下
関
市
、
で
活
動
中
の
４

団
体
約
300
名
の
会
員
が
各
自
発
表
会
や
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
本
県
の
文
化
芸
術
の
振
興
、
活
気
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

近
年
に
は
平
成
25
年
よ
り
毎
年
振
興
会
主
催
事
業
と
し
て
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
　
ス
ー
パ
ー
☆
ジ
ュ
ニ
ア
　
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
〝
Ｊ

Ｕ
Ｍ
Ｐ
!!
〟（
下
関
海
峡
メ
ッ
セ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
於
）
を
開
催
。
日
頃
の
レ
ッ

ス
ン
の
成
果
を
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
を
組
ん
で
作
品
の
発
表
を
行
っ
て
い

ま
す
。

来
年
28
年
２
月
に
は
４
回
目
の
〝
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
!!
〟
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
は
勿
論
、
指
導
者
に
と
り
ま
し
て
も
団
体
間
の
交
流
を
図
る
こ
と
が

で
き
、
相
互
の
貴
重
な
経
験
と
な
っ
て
よ
り
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
で
き
れ
ば
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
の
方
々
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
楽
し
ん
で

頂
け
ま
す
。
今
後
益
々
教
育
、
文
化
、
芸
術
、
の
面
で
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
魅
力
を

広
め
な
が
ら

次
代
の
担
い

手
の
育
成
、

元
気
な
人
づ

く
り
に
尽
力

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

●
会
長
　
三
原
　
裕
人

●
〒
７
５
３
―
０
０
７
０

　
山
口
県
山
口
市
白
石
３
丁
目
１
―
１

●
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
５
９
５
０

●
会
長
　
緒
方
　
明
子

●
〒
７
５
１
―
０
８
４
９

　
下
関
市
綾
羅
木
本
町
４
―
１
０
―
１
　
２
Ｆ

●
☎
０
８
３
―
２
５
２
―
７
５
１
１

山
口
県
音
楽
教
育
連
盟

山
口
県
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
振
興
会

このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介しています。
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■ 山口県立萩美術館 ･浦上記念館
企画展名 期　　間 内　　容

青磁のいま
～受け継がれた技と美
　　南宋から現代まで～

10月10日（土）～
11月29日（日）

中国・南宋時代の名品から、近代陶芸史に名を残す
物故作家の優品、さらには人間国宝や若手作家の最
新作まで、青磁の技と美を通史的に紹介します。

シリーズ山東文物９
中華の服飾芸術

12月12日（土）～
2016年
1月17日（日）

漢族の伝統的服制を継承した明代の大らかで
洒脱な衣装や、気高く厳格な美質が求められ
た清代における満族衣装由来の服装を中心に、
衣服の造形や染織、装飾品などを通して、中
国における装いの美意識を紹介します。

■山口県の文化芸術情報満載のホームページ「文化情報やまぐち」のアドレス

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a19300/bunkajoho-yama/index.html

　　※「Google」「Yahoo!」等で　　　　　　　　　　で検索すると、簡単に
アクセスできます。

　文化情報やまぐちのホームページに掲載してあるエクセルの様式に必要事項
を入力して、メールで随時提出してください。毎月20日までに提出のあったも
のについては、翌月初旬にホームページにアップします。

■お問い合わせ・提出先
　山口県文化振興課
　　TEL：083-933-2610
　　FAX：083-933-4829
　　E-mail：bunka-joho@pref.yamaguchi.lg.jp

山
口
県
か
ら
の

お
知
ら
せ

◇
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち

　
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」
を
通

じ
て
、
県
内
で
実
施
さ
れ
る
文
化
芸
術
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
を
県
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
貴
団
体
・
施
設
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
募
集
案

内
等
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

山口県立美術館、山口県立萩美術館 ･浦上記念館　企画展スケジュール

文化情報やまぐち

■ 山口県立美術館
企画展名 期　　間 内　　容

ドラッカーコレクション
珠玉の水墨画
「マネジメントの父」が
愛した日本の美

10月30日（金）～
12月　6日（日）

経営学者として世界的に著名なピーター ･ド
ラッカー（1909－2005）の日本美術コレ
クションのなかから、約110点を紹介。水墨
画の魅力をご堪能ください。

リバプール国立美術館所蔵
英国の夢
ラファエル前派展

2016年
3月18日（金）～
5月　8日（日）

19世紀後半の英国美術の新潮流となった「ラファエ
ル前派」。リバプール国立美術館のコレクションをも
とに、その多彩な絵画世界を紹介します。

トピックス＆インフォメーションTopics & Information

原
井
　
輝
明
さ
ん

（
美
術
／
絵
画
）

松
田
ま
さ
子
さ
ん

（
音
楽
／
器
楽
）

表 彰

山口県芸術文化振興奨励賞
平成二十七年度 春の文化芸術関係表彰受賞者
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地
域
の
文
化
芸
術
活
動
に

一
度
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
～
講
師
（
指
導
者
）
紹
介
・

　
　
派
遣
事
業
～

　
当
連
盟
で
は
、
県
内
各
地
域
で
行
わ
れ
る

各
種
文
化
教
室
、
学
校
で
の
部
活
動
等
で

実
技
指
導
な
ど
を
行
う
講
師
（
指
導
者
）

を
紹
介
・
派
遣
し
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
い
た
だ
い
た
地
域
で
は
、
毎

年
、
継
続
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
専
門
家

に
よ
る
指
導
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

◇
実
施
の
流
れ

・
①
申
込
み
（
利
用
者
）
→
②
講
師
紹
介

（
事
務
局
）
→
③
打
合
せ
（
講
師
・
利

用
者
）
→
④
実
技
指
導
・
講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

・
利
用
者
（
申
請
者
）
に
は
、
お
花
や
お

菓
子
な
ど
の
材
料
費
の
み
ご
負
担
い
た

だ
き
ま
す
（
講
師
へ
の
謝
金
、
交
通
費

は
不
要
で
す
）

・
講
師
に
は
、
山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担

で
、
一
回
の
指
導
に
つ
き
２
，
０
０
０

円
（
税
額
控
除
後
）
と
交
通
費
の
実
費

を
支
給
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
口
県
文
化
連
盟
事
務
局

　
〒
７
５
３

－

８
５
０
１

　
山
口
市
滝
町
１

－

１

　
　
　
　
山
口
県
文
化
振
興
課
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３

－

９
３
３

－

２
６
１
０

平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

　
平
成
26
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
た
、
地

域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業
〈
講
師
の
派

遣
〉
、
会
報
の
発
行
等
、
第
８
回
山
口
県
総
合

芸
術
文
化
祭
事
業
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
ま
し

た
。

平
成
27
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

　
事
業
計
画
と
し
て
、
地
域
の
文
化
芸
術
活
動

支
援
事
業
〈
講
師
の
派
遣
〉
、
会
報
の
発
行

等
、
第
９
回
山
口
県

総
合
芸
術
文
化
祭
事

業
の
実
施
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
に

　
　
　
　
つ
い
て

　
西
村
理
事
が
辞
任
さ
れ
、
後
任
の
理
事
と
し

て
、
吉
本
晃
氏
（
山
口
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

会
長
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
西
村
理
事
に

は
、
長
い
間
、
連
盟
の
運
営
に

御
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
交
流パー

テ
ィ
を
開
催

　
総
会
終
了
後
、

当
連
盟
の
会
員
と

本
県
の
文
化
芸
術

の
振
興
発
展
に

御
貢
献
を
い
た
だ

い
て
い
る
方
々
が

一
堂
に
会
し
、
文

化
芸
術
の
愛
好
家

の
輪
を
広
げ
る
た

め
、
恒
例
の
「
文

化
交
流
パ
ー
テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
〝
山
口
県
ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
振
興
会
〟
所
属
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
手
拍
子
を
し
て
子
ど

も
た
ち
を
盛
り
上
げ
る
な
ど
、
会
場
が
一

体
と
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
皆

さ
ん
は
、
思
い
思
い
に
語
り
合
っ
た
り
、

情
報
交
換
を
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
一
緒

に
記
念
写
真
を
撮
ら
れ
る
な
ど
、
分
野
の

垣
根
を
超
え
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
は
、
県
洋
舞
連
盟
の
加
藤
理
事
長

を
は
じ
め
と
す
る
女
性
達
の
万
歳
三
唱
で

締
め
く
く
ら
れ
、
パ
ー
テ
ィ
は
華
や
か
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

報
　
告
　
～ 

平
成
27
年
度
の
取
組 

～

平成27年度収支予算
収入の部 （単位：円） 支出の部 （単位：円）

項目 予算額 項目 予算額
会費

（正会員 62 団体、
 賛助会員 58 口）

600,000 交流事業費（パーティ関連） 120,000
人材派遣事業費 60,000

雑収入（利息等） 1,020 広報事業費（会報制作費） 300,000
管理運営費 160,000

前期繰越金 155,980 文化連盟 10 周年記念事業積立金 100,000
予備費 17,000

合計 757,000 合計 757,000

平成26年度収支決算
収入の部 （単位：円） 支出の部 （単位：円）

項目 決算額 項目 決算額
会費

（正会員 63 団体、
 賛助会員 56 口）

595,000 交流事業費（パーティ関連） 92,197

人材派遣事業費 52,777

広報事業費（会報制作費） 198,784

雑収入（利息等） 3,091 管理運営費 153,060

前期繰越金 354,707 文化連盟 10 周年記念事業積立金 300,000

次期繰越金 155,980
合計 952,798 合計 952,798

注目

理
事
会
及
び
総
会
を
開
催

　
平
成
27
年
度
理
事
会
及
び
総
会
を
６
月
２
日
（
火
）
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

タ
ナ
カ
（
山
口
市
）
で
開
催
し
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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発
行
／
山
口
県
文
化
連
盟

〒
7
5
3
-8
5
0
1
 山
口
市
滝
町
１
－
１
（
山
口
県
文
化
振
興
課
内
）　
T
EL：

0
8
3
-9
3
3
-2
6
1
0
　
FA
X
：
0
8
3
-9
3
3
-4
8
2
9

文
化
飛
翔

　
ぶ
ん
か
ひ
し
ょ
う
｜
V
ol.1

7
｜
2
0
1
5
 秋
号

昭
和
五
十
三
年
、
大
学
卒
業
後
す

ぐ
に
実
家
の
長
尾
八
幡
宮
に
奉
職
し

て
以
来
、
こ
れ
ま
で
私
が
係
わ
っ
た

文
芸
は
沢
山
あ
る
。
人
形
劇
が
約
十

年
、
人
形
劇
解
散
後
の
創
作
神
楽
、

そ
し
て
和
太
鼓
。
謡
曲
は
師
に
つ
い

て
約
二
十
年
続
け
た
。
し
か
し
、
若

者
の
減
少
、
指
導
者
の
逝
去
、
重
ね

て
平
成
四
年
に
宮
司
で
あ
る
父
が
亡

く
な
り
急
に
時
間
が
な
く
な
っ
た
。

青
潮
短
歌
会
橘
支
部
に
誘
わ
れ
た

の
は
、
平
成
八
年
の
春
の
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
常
で
私
が
一
番
若
輩
者

で
あ
っ
た
。
最
初
の
投
稿
歌
は
「
雪

残
る
庭
の
臘
梅
ひ
と
枝
に
花
ほ
こ
ろ

び
ぬ
春
ま
ち
が
て
に
」と
い
う
歌
で
、

今
考
え
た
ら
擬
人
法
の
甘
い
歌
だ
と

思
う
が
、
指
導
者
の
褒
め
言
葉
を
真

に
受
け
た
。
当
時
は
自
分
の
歌
を
先

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
に
御
入
会
い
た
だ
い
た
賛
助
会
員

の
皆
様
で
す
。

●
個
人
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

秋
本
浩
之
（
山
口
市
）、
井
上
　
洋
（
山
口
市
）、
遠
藤
徳
吉
（
山
口
市
）

大
島
　
收
（
山
口
市
）、中
村
克
衛
（
山
陽
小
野
田
市
）、野
村
忠
司
（
下
関
市
）

花
柳
由
蝶
（
山
陽
小
野
田
市
）、藤
麻
　
功
（
柳
井
市
）、堀
　
　
研
（
宇
部
市
）

大
和
　
努
（
山
口
市
）、
大
和
保
男
（
山
口
市
）、
若
柳
吉
冬
貴
（
防
府
市
）

●
団
体
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

池
坊
山
口
県
連
合
支
部
（
山
口
市
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
と
う
（
山
口
市
）

吉
冬
貴
の
会
（
防
府
市
）

有
限
会
社
西
京
ス
テ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
（
山
口
市
）

下
関
市
い
け
ば
な
連
合
会
（
下
関
市
）

山
口
商
工
会
議
所
（
山
口
市
）

山
彦
俳
句
会
（
下
松
市
）

※
御
本
人
の
御
了
解
を
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
お
名
前
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

秋
も
一
段
と
深
ま
り
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
県
立
美
術
館
巡
り
な
ど
、
芸
術
の
秋

に
浸
っ
て
い
る
私
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
一
番
は
、
食
欲
の
秋
と
い
う

こ
と
で
、
食
べ
て
は
寝
て
を
繰
り
か
え
し
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
丸

く
な
っ
て
き
た
よ
う
な
…
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
も
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
。

　
山
口
県
文
化
連
盟
の
活
動
に
御
協
力
い
た
だ
け
る
賛
助
会
員(

個
人

又
は
団
体)

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
　
１
口
　
５
，
０
０
０
円

※
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、会
報
、そ
の
他
文
化
情
報
誌
を
お
届
け
し
ま
す
。

※
入
会
受
付
は
随
時
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
期
間
は
入
会
日
か
ら
そ

の
事
業
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

所
定
の
入
会
申
込
書
兼
振
込
申
込
書
に
て
年
会
費
の
お
振
り
込
み
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
山
口
県
文
化
連
盟
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
１
０

賛
助
会
員
の
皆
様

賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

に
添
削
し
て
も
ら
っ
て
終
わ
っ
た
ら

早
退
す
る
と
い
う
為て

い
た
ら
く体で
、
そ
れ
程

短
歌
以
外
の
時
間
が
惜
し
か
っ
た
。

青
潮
短
歌
会
に
正
式
に
入
会
し
た
の

は
平
成
十
二
年
の
五
月
で
、
そ
の
年

開
催
さ
れ
た
雛ひ

な

罌げ

し粟
忌
に
初
め
て
投

稿
し
た
「
好
色
の
猫
と
拒
絶
の
鶏
と

棲
む
　
こ
こ
な
亭
主
は
多
重
人
格
」

と
い
う
歌
が
選
者
選
秀
作
に
選
ば
れ

た
。
短
歌
に
関
し
て
は
ビ
ギ
ナ
ー
ズ

ラ
ッ
ク
に
恵
ま
れ
た
。
新
人
賞
や
青

潮
賞
を
受
賞
し
、
自
惚
れ
て
、
こ
れ

ま
で
詠
み
た
め
た
八
六
六
首
を
平
成

二
十
五
年
に
﹃
島
の
神
主
﹄
と
い
う

冊
子
に
纏
め
た
が
、
既
に
三
十
回
は

読
み
通
し
て
い
て
、
間
違
い
な
く
一

番
の
愛
読
者
は
私
だ
と
確
信
し
て
い

る
。短
歌
を
始
め
て
来
年
で
二
十
年
。

短
歌
が
こ
ん
な
に
楽
し
い
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。

現
在
、
短
歌
結
社
は
先
細
り
で
、

解
散
す
る
結
社
も
多
い
と
聞
く
。
新

聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
投
稿

す
る
短
歌
愛
好
者
は
い
る
よ
う
だ

が
、
結
社
に
入
る
の
を
煩
わ
し
く

思
っ
て
い
る
愛
好
者
が
多
い
よ
う

だ
。
組
織
が
煩
わ
し
い
の
は
そ
の
通

り
だ
が
、
誰
か
が
纏
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
今
回
、
歌
人
協
会
の
会
長

を
、
短
歌
の
世
界
で
は
若
輩
者
の
私

が
受
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、

短
歌
が
永
遠
に
存
続
す
る
こ
と
を
願

う
こ
と
に
尽
き
る
。

最
後
に
私
が
近
年
感
動
し
た
一
首

を
紹
介
す
る
。
平
成
二
十
五
年
五
月

に
震
災
後
の
東
北
を
民
生
委
員
の
旅

行
で
訪
れ
た
。
最
終
日
は
松
島
か
ら

フ
ェ
リ
ー
で
塩
釜
に
渡
り
、
昼
食
後

の
土
産
物
店
で
見
つ
け
た
投
稿
短
歌

「
被
災
地
で
す
れ
違
い
し
老ひ

と女
大
声

で
み
な
い
ね
ぐ
な
っ
た
お
ら
ま
け
ね

ど
」
と
い
う
仙
台
市
の
中
津
川
シ
ゲ

子
さ
ん
の
歌
。
歌
と
し
て
は
む
し
ろ

た
ど
た
ど
し
い
が
、
私
の
涙
は
止
ま

ら
な
か
っ
た
。
同
時
に
こ
の
歌
を
特

選
に
し
た
選
者
達
の
力
量
に
思
い
を

致
し
た
。

編
集
後
記

申
込
方
法

文
化
の
小
径

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

山口県歌人協会会長

長尾　健彦 氏

会
長
を
拝
命
し
て
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